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はじめに 

2023 年の 4 月に、徳島県鳴門市北灘沖で行われている刺網漁において、漁獲物のサワラが食

べられる被害が発生したという報告がありました。この漁業者さんは、この海域で 35 年以上にわた

りサワラの刺網漁を続けていますが、このような被害に遭ったのは初めてということでした。 

 

被害の原因生物を探る 

まず、今回の被害の原因を探るため、漁業者さんから提供された生物を調べました。この生物

は、食害を受けたサワラに付着していたということでしたので、原因生物である可能性が高いと考

えました。提供された生物は計4個体で、体長は20mmから26mm（平均22.5mm）でした（写真１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 サワラに付着していた生物 

 

この生物の外観などから文献等の情報を調べたところ、等脚目スナホリムシ科の「ヤマトスナホリ

ムシ（学名：Natatolana japonensis）」である可能性が考えられます。 

ヤマトスナホリムシは日本では太平洋と日本海の沿岸に分布しており、水深 10m から 500m の

海底に生息しており、体長は最大で 26mm ほどに達し、体色は淡黄色です（布村ら 2019）。また、

海底の魚の死骸などを食べる海の掃除屋としての役割を担うダイオウグソクムシやオオグソクムシ

と同じスナホリムシ科に属しています。（鳥羽水族館、鳥取県）。 

ヤマトスナホリムシの摂食能力を示す事例として、トビエイの肉を一晩のうちに骨格標本が作れ

そうな勢いで食べ尽くすという記事が掲載されています（鳥羽水族館）。 

今回の被害を受けた時の状況を漁業者さんに聞き取ったところ、食害に遭ったサワラは 10～15

匹がかたまって網に掛かり、その重みで網全体が沈んでいたそうです。また漁業者さんによるとサ

ワラは海中でも独特の強い匂いを放つそうです。今回は網が海底近くまで沈み、身動きが取れな

い状態で強い匂いを放つサワラがヤマトスナホリムシの餌食となった可能性が考えられました。 
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最後に 

今回発生した食害事例では、原因生物としてスナホリムシ科の「ヤマトスナホリムシ」を可能性と

して挙げましたが、スナホリムシ科は類似種が多く、同定するまでには至りませんでした。また近縁

の複数種がこの海域に生息している可能性も否定できません。 

今回の被害事例は我々にとっても初めて聞く話でしたが、他県の事例を調べてみると、宮城県

の仙台湾では近年、刺網漁獲物であるヒラメのヨコエビ類による食害事例が報告されていました

（宮城県 2024）。徳島県沿岸でも漁獲物が食害を受ける被害がどの程度発生しているのか把握し

たいと思いますので、漁業者の皆様におかれましては、今後、同様の被害事例が見られた際は、

当課まで情報をご提供いただければ幸いです。 
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